
 小  計   

図 面 名

事 業 名

工 事 名

施工箇所

縮    尺 図　　示 図面番号

阿南市　建設部　土木課

令　和　8　年　度

道路橋りょう新設改良事業

平面図 S=1:200

平面図、舗装構成図

1 / 2

面積計算書

平 均

面 積

断 面 数 量測 点
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市道旧国道馬路鉦打線ほか道路舗装工事

阿南市福井町鉦打ほか

既存路盤
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0
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平面図 S=1:150 現況写真
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面積計算書
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表層　再生密粒度アスコン13



図 面 名

事 業 名

工 事 名

施工箇所

縮    尺 図　　示 図面番号

阿南市　建設部　土木課

令　和　8　年　度

道路橋りょう新設改良事業

平面図、舗装構成図

市道旧国道馬路鉦打線ほか道路舗装工事

市道旧国道馬路鉦打線ほか道路舗装工事

阿南市福井町鉦打ほか

市道馬路長谷川線

2 / 2

舗装構成図 S=1:10

既存路盤

乳剤　PK-34
0

不陸整正　RM-303
0

平面図

断面図
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塩ビ管(VP) ネトロンパイプ
φ100

L=4.0m

4,000

塩ビ管設置 ネトロンパイプ設置

ネトロンパイプ設置

53,000

53,000

S=1:25
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舗装工

2,600～4,000

排水パイプ設置工

3
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ネトロンパイプ(塩ビ管)

面積計算書

平 均

面 積

断 面 数 量測 点

（m） （m）

点間距離

（m）
（m2）
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橋梁
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L=53.0m

※ 起点側(橋梁付近)については、塩ビ管(φ100)を設置し、橋台裏に排水が回らないよう施工すること。

　またネトロンパイプ設置箇所は単粒度砕石5号にて埋め戻しすることを基本とするが、塩ビ管設置箇所についてはRM-30での埋め戻しとすること。


